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〈総評〉

本年度の応募数は前回比で約26％減少しました。要因として、共働き家庭の増加や教員不足によ

り、家庭や学校でのサポートが難しくなっていることが考えられます。しかし、応募数が減少し

た一方で、各作品の質は非常に高く、目を見張るものがありました。

生物に関する観察研究から、物理や化学の実験を扱ったものまで、幅広いテーマが見られ、特に

日常生活の身近な疑問を出発点に実験を通してその解決策を導き出している研究が多かったこと

が印象的です。

中学生の作品では、小学校で習得した基礎知識を活かし、より高度で複雑な実験や考察が行われ

ており、理科に対する探究心が深まっていることがうかがえます。今後もこのような質の高い作

品がさらに増えることを期待しています。

理科の研究は、日常生活の中で感じた身近な疑問や問題が重要なテーマになることがよくありま

す。この「なぜ」を追究する姿勢こそが、科学の探究心を育てる原動力です。今後もその追究心

を大切にし、自由な発想で研究に取り組み、新しい発見や成果を見つけてください。
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文部科学大臣賞

石井
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４年

油が好きなアリの好きな食べ物が

分からない！！

昨年からの継続研究で、フライドポテトに集まるアミメアリはどのような油を好むのかということを今年

の問題とした沙南子さん。この問題の追及のために、緻密な9種の実験計画を立案し、アミメアリが好きな

油の特徴を調べることにしました。

歌舞伎揚げやマーガリンなどの「人間が口にするもの」とワセリンやカーワックスなどの「人間が口にし

ないもの」を調査対象とすることで、アミメアリが「人間が口にするもの」を好むという結果が得られて

おり、新たな疑問として「加熱済みのもの」と「加熱されていないもの」を比較する次の仮設と調査につ

ながっています。

調査を重ねることで、食べ物の味ではなく、においが関係することを見出しました。この研究は、論理の

構成が緻密で、非常に優れていました。今回の研究で新たに生まれた「食べ物のにおいとの関連性」につ

いてもどんどん好奇心をぶつけて研究していってください。

〈選考理由〉



「りんごの中心に蜜が入っていると甘くて美味しい」という経験から、りんごの甘さに蜜が関係するかと

いう問題を研究した秀蓮さん。素朴な疑問から始まった研究ですが、深い探究心と粘り強さが発揮されて

います。

この研究の特徴の一つは、まず、リンゴの外見、次に光の透過度との関係を分析していくという、組織的

かつ体系的な研究であるところです。4品種、合計59個のりんごを個別に観察し、実際に切り分けて蜜の量

を確認する時間と手間のかかる実験を根気強く行った点は高く評価されました。

当初は、蜜が入っているりんごの糖度が高く、甘いだろうと予想していましたが、実験の結果、蜜の有無

と糖度に明確な関連は見られませんでした。しかしながら、蜜に関する詳細なデータが得られ、それを論

理的にまとめた点は素晴らしいです。

今後は、異なる条件やさらなる品種を使って研究を進めることで、より多くの発見が期待されます。引き

続き、好奇心を大切にし、さらなる挑戦を期待しています。

〈選考理由〉
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全国小学校理科研究協議会
会長賞

山田
陽斗｜愛知県
西尾市立平坂小学校
６年

ライトフライの対応策の研究

野球をしている際にライトフライを取り損ねたことがきっかけで、フライの特性を研究し始めた陽斗さ

ん。ボールの弾道を細かく観察し、ボールの落ちる位置は投げた位置から頂点に到達するまでの距離の約

２倍ということなどを知り、自身の守備範囲を図も用いながら明確にしています。

結果、実際の試合で研究を活かし、判断に迷うことなくライトフライをキャッチしました。単なる研究で

はなく、ボールの球筋や自身の守備範囲を把握することによって、改めて「部員同士の声掛けの重要性」

や「選手同士の衝突事故を防ぐ可能性」を認識していた点が素晴らしかったです。

それと同時に、風向きや風の強さなどの違った状況下での調査にも関心が生まれ、新たな課題も見つけら

れた陽斗さん。今後の研究と陽斗さんの成長を楽しみにしています。

〈選考理由〉



小学3年生とは思えないほど高度なテーマに挑戦しており、驚きと感心を呼び起こします。「食物連鎖のス

タートが元気なら人間も健康になるのか？」という大胆な仮説は、伊織さんの強い好奇心と洞察力が表れ

ており、科学的な発想力が光っています。

微生物から始まる食物連鎖を追い、ミドリムシ、ゾウリムシ、ミジンコ、メダカといった段階的な実験を

自ら設計し、実際に行った点は、非常に意欲的で素晴らしいです。特に、5種類の菌を一から培養し、繰り

返される失敗にもめげずに原因を探りながら進めた姿勢は、

科学研究の本質をしっかりと理解している証拠です。また、メダカのふ化にも成功しており、生物の育成

を含む多方面への努力が見られます。結果を的確にまとめ、自分の手で得た結論をもとに「僕たちの生活

に役立つ研究をしたい」と述べる姿勢には、将来の研究者としての素質が感じられました。

これからもその探究心を大切にし、さらなる挑戦を続けてほしいです。

〈選考理由〉
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祖母の膝の痛みをきっかけに、自分にできることはないかと考えた香帆さん。身近な問題に目を向け、関

節痛や肌の老化に関連するコラーゲンの役割に注目し、３つの実験を行った点は、非常に具体的で実践的

なものでした。

特に、コラーゲン分解を抑える食材のリスト化や、抗酸化作用を確認する実験は、着実な実験手順に基づ

き、しっかりとした結論を導いていた点が評価できます。また、実験の過程で条件の選定や問題点を自ら

発見できたことは、科学的探究心を深めるうえで非常に重要な経験です。

さらに、家族の健康問題がきっかけで社会的な課題に目を向けたことや、学校で学んだ知識を応用して社

会に貢献しようとした点は大変関心させられました。今後も身近な問題を発見し、それに対して科学的な

解決策を模索し、社会に貢献できる研究を続けていってください。

〈選考理由〉

全国中学校理科教育研究会 会長賞
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真央さんの「細菌」に対する探究心と努力が詰まった素晴らしい作品で、小学5年生とは思えない完成度で

した。まず、細菌に関する詳細な調査が行われており、資料として使用された写真や真央さんが描いたイ

ラストは、まるで図鑑のように整然と美しくまとめられており、読み手を飽きさせないつくりになってい

る点が印象的でした。また、実際に細菌を培養し、異なる環境下での成長や変化を観察した実験も行わ

れ、その結果がしっかりと考察されています。予想と異なる結果に対して冷静に対応し、新たな知見を得

た上で今後に活かすべき点を示している姿勢も見事です。

特に、空気中の雑菌管理の難しさに気付き、食中毒対策の重要性に言及している点は、実生活と結びつい

た視点が光る内容となっています。さらに良くするためには、この研究に至った動機や興味をもう少し明

確にすると、作品全体の魅力がさらに高まるでしょう。今後も探究心を持ち続け、研究を続けてくださ

い。

〈選考理由〉

中央出版株式会社 社長賞

飯野
真央｜東京都
白百合学園小学校
５年

細菌を管理する
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